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日立志望特許

データ表示制御方式

ラインバ､ソファを設け,表ホグ)行間

にDMA(ダイレクト メモリ アクセス)

モーートで,データメモリかノブl行分の

データを虹送L,ラインバップ7で1

行がよノ+ミされているH削二,データメモ

リのデー一夕の山L入れを行なう ものか

知られているし､この‾方∫じでは,ライン

バッファやDMAl白川各のハードウェアか

必安であり,マイクロコンピュータを

‾｢ ｢‾‾

使川した場†ナ.去′J二丈ノ}:放の岬加とと

いニマイクロコンピュータバスグ)‡1何

が増え,システムとLての処月絹巨ノJが

低卜するという不都′ナがある｡

日_在製作所が開発Lたデータ表示f別

御方〕七(匡11)は,データメモリに格納

する表示デ【タを1丈′二i二に対して複数

バイトを1判り当て,マイクロコンピュ

ータ側からのデータメモリCつアクセスは
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図l データ表示制御方式
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16ビット

バイト単位に行ない,衷ホf‾口のタイミン

グユニットからのアクセスは枚数バイ

ト｢朋､旨に行なうようにしたものである仁.

日立製作所では,木方式を,世界｢1(J

にJょく採用されているLSI(CRTC)を

内戚Lたディ スプレイ端末,ワードプ

ロセッサ,パーソナルコンビュ】タに

仝巾柏勺に使用し,実績を挙げている..

1.特長･効果

(1)ラインバッファ,DMAい-+】主格を古格

できる｡

(2)マイクロコンピュータによって去

ホ‾丈ノi･二の鳩作(カラ"l,l■･二ざ胤サイズな

ど)を,‾文字単位二に制御可能である.J

(3)表ホ‾丈′ナニ放とは無関係に,常にシ

ステムとしての放大処理了指ノJを発揮き

せられる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第12209川号

｢データ表示制御方式+他4件

信号伝送方式

二のヲ芭1】月は,使先J空の出い仁ミ送情報

を,より但うと的に仁ミj去することのでき

る†∴号仁王送ノJ式に倒するものである〔_､

多数の帖報を仁王送する場f㌻､二れノブ

ク)糾､朋削よフレームという単位にまと

め⊥､)れてj封11きれるし)二のl祭,仁七j達す

べき多数グ)十朋削ま,レジスタの異なっ

たアドレスに柄納する｡そLて､二の

レジスタの各アドレスを,クロック仁子

リーにより順二欠-1♭進するアドレスカウン

入
力
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夕で一起在指1ごL,各怖軸を川Fi次.読み出

すことにより,.i_軒統Lて遠山する｡し

たがって,馴音軸は1フレーム内に1

何Lか伝送されず,使光度グ)f仁小､情報

を送イi言する場ナナでも､必ず1フレーム

分の仁ミ送時間の1埋れを11一三じてLまう′二)

そこで,二の発Ll月では,図1にホす

ように,みアドレスに仁ミ送すべき捕手泣

をi言亡促したレジスタのうち,使先度の

痛い仁七送情報を記惜したアドレスを設

直･並列
変換回路

ll

__+
L_____

特定アド

レス設定
回路

アドレス
カウンタ

受信装置

図l 信号伝送装置のブロック図
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芯する特鑓アドレス設延k!川各を設けるノ

そして､二の朽延アドレス設定【Lり1描か

らの設ラビアドレスと,レジスタの符ア

ドレスを順二欠走在寸思う上するアドレスカ

ウンタグ)J11ブノアドレスを,カウンタの

出力に応じ,セレクタ2によって交/J二

にう蟹沢出力し,二の山カアドレスによ

ってレジスタに朽網Lたfj三送帖鞭を,iノ己

み州して順ニjこ送イ,_さする｡〕

そイi了仰Uでは,送信側と逆の操作によ

っで帖幸艮を月丈り出す｡

ニのようにすることに▲よって,似先

度の高い情報と,そうでない伯綴を-一一

つのフレーム内に交/〔にり蛸勺して仁ミi去

することができるしノ

1.年寺長･効果

(1)使先度の高い情報と,敏光度の低

い情報を,1フレーム内に交力二に収納

して伝送できるため,優先度の高い伝

j‾を｢吉報を効呼号良く仁三送できる.｡

(2)優先度の高い制御㍍一号と,比較的

優先度の低い表示情報をfム送するなど

の絹途に特に有朋である.っ

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭55-1147B8号

｢信号伝送方式+
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日立忘諾特許

文字切出し信号発生方式

匡=にホすように､タブレットのよ

うな人力装置_Lに手書き鞘祇を配置し,

二れにべンによI)子吉き入力してゆく

と,その過不1】三を処理装iif壬でオンライン

で認識するオンライン丈′主二認占栽装i寛が

i■-‡i目されている｡

このようなオンライン‾丈′テ:認識で,

1丈乍の切山L(セグメンテーション)

を行なう場fナ,従来,使用者が1‾丈′jて:

を淳き終わるごとに特定のスイッチを

捕作し,1文′享二終了信号を処f里装置に

加えるようにしていたが,この場合,
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図2 入力装置

非常に操作がめんどうであった｡

本発明では,図2にホすように､入

力装置に円己置された辛苦き用紙に,Ⅹ

軸,Y軸に平行に規則正しく区分され,

一一定間隔に分離した区二両を設け,この区

画の中に1‾文字ずつ文く≠を手書きする｡

そして,‾文字を書く ときの各ストロ

ークの吉き始めの位置をそれぞれ検出

し,各ストロークの書き始めの位置が

校数個の区巾のうち,どの区睡了に属す

るか判三石し,各ストロークの書き始め

グ)位置が同じ｢)く二L句に属さないストロー

クを同･一‾丈キニに属さないストロークと

する仁号を発生L､これによって‾文字

切出しイ二号を発生するようにして,文

字の切出しを自動的に行なえるように

した｡また,このように,ストローク

の薫き始ダ)が他の区画に移ったときに

丈ノテニの区切りとしているので,文字が

区画からはみr-[iしても正確な文′f:切出

しが可能となる｡

1.特長･効果

オンライン文て二認識装讃での文字の

切出しを,自動的かつ正確に行なえる｡

2.提供技術

l関連特許の実施許諾

●特許第1078528号(特公昭52-1引87号)

｢文字切出し信号発生方式+

画像拡大縮小方式

従来,2次元格イ∵恍の画素により形

成された也條の拡大縮小処理で,あら

かじめ定めた拡大純i小†一汗やにでナわせて

膿ほ汁算を行なっておいたテーブルを

参j!(iする方式が知られているが,唾標

盤根は各画素ごとに行なっていたため,

1息壇化がt習めなかった｡本発明は､こ

の嘩標変検をもあらかじめ用意した真

の参順によって･ir能としたものである｡

一般に,変‡如何†卸ま原L申‖象卜に逆二7j二

催して関係づけることができるが,図1

は縦,横÷倍に拡大した変授画條(Qll,
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区= 原画像への逆写像

?式葉書‡二ニニ11崇岩ニコ

拡大縮小

第川行 卜濃度ラ算部如†♂5

原 画像

第(川＋い行 l濃度壬
十算郡

に壬J

2

ノ 又p 口 t

ll

画 像 第い/i.十2い行
ご重 責 立 如て

l
+第(77J＋3い行 l濃度計算部 J

①1

Q12･…‥)を収仲j條(P11,P12･･･…)卜に

逆二′言條した(名ナ洋に縮小)場ナナをホす､こ,

本発明はこのような場†ナ､原画像の作

意の隣接した4点(P仇m,Pm＋L門,Pm”＋1,

Pm＋l,刀＋l)から成る餌辺形内で逆写像さ

れたQむなるノ.‡が,そのときのイ変操倍率

によって追まる周期的な格了･兆位i2㍗格

了▲内唾標)に変換されること,及び何様

に逆′引象される関係が格州司で周期的

(格子間座標の差分)であることに一鳩づ

いてテーブル参Hてくを‾吋能としたもので

ある｡

図2は本発明の動作の主要部を示す

ものであり,(丑,⑧が栴了･内座標のテ

【ブル,⑨,⑲が桔-‾F問座標のテ【フ､

図2 本発明の動作

ルである｡同[乳ま｢ノqつの濃度変櫓を同

時併行して行なう場合をホす｡

1.特長･効果

(1)蜜櫓の権標計算を行なう必要がな

く,著しい高速化効果(二けた以上も可)

が得られる｡

(2)処理の八通化により,装置が簡単

である｡

(3)､ノフトウェア,ハードウェアに適

鞘吋能である｡

2.]是供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭59¶43467号

｢画像拡大縮小方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください()

お問い合わせ先は… 株式書息日五製イ亡祈 〒柑0東京都千代田区丸の内一丁日5番l号(新丸ビル)電話(03)2川-3114(直通)特許部特許営業グループ
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オフィスコンピュータ

HITAC L-70シリーズ
股近のOA(オフィスオートメーショ

ン)化の進蛙に伴い､オフィスコンピュ

ータのfり用什j態も多様化し,従来から

の定J叶事頻処二曙機能に加えてグラフ機

能,ワードプロセッサ機能,パーソナ

ルコンピュータ機能など非ラ立Jキー柏勺な処

押を1Triで二枚ね備え,史にオンライン

機能により汁L朋コンピュータ又はオフ

ィ スコンビュ【タ同一tでネットワ【ク

を偶成L,オフィスの多様な業頗を幼

ヰくよく処理するオフィスコンピュータ

へのニーズが高まっている｡二うした

中で,現れ三のオフィスコンピュータ_L

位機L-70/20をL-70/15,25,45,55の

4機傾にシリーズ化し,中規模から人

規模分野での競fナカを大幅に強化し

た(図1)｡

1.L-70シリーズの斗寺長

(1)リレーショナル型データベースと

エンドユーザー言語(eDATA)により,

ファイル使用を簡鶴化した｡

(2)日本語エディタ(eWORD)により

文語の編集,表作成,簡易斑形の挿入

を叶能とした(つ

(3)L-30/15をL-70シリ【ズのワーク

ステーションとして接続可能とし,維

柄杓なシステム拡駐を可能とした｡

(4)卜位,‾F付二ヘンリーズを拡大した｡.

(5)人芥吊メモリ.大器違ファイル,

多数ワークステーション寸妾続により装

荷拡仮作を確保Lた｡

(6)200行//分の漢ノ子ニラインプリンタ,

ドラフト印ノj一二付きi芙′‾Fシリアルプリン

タにより､システムの出ノJ機能を強化

した._､

酔暮i酔

安臥ま汚㌻朝一一触マ

辞由
t｢

表l 主な仕様

(7)ホスト機能,HNA端末機能を允某

させた｡

2.主な仕様

HITAC L-70シリMズの主な什様を,

表1に示す｡

(Ll丘与望作I叶 OA･Jtジ‡汗l;)

JJ■

観-ら‡

図I HITAC

L-70/55の外観

項番 項 目 +-70′′55 L-70ノ′′`45 L-70ノ25 L-70.■15

l

2

3

最大メモリ容量
本 体 】6M/ヾイト 8Mバイト 2Mバイト 2Mバイト

ワークステーション 768kノヾイト

最 大 デ ィ ス ク 容 量 2G/ヾイト lGバイト

30

560M/ヾイト 280Mノヾイト

最大ワークステーショ ン台数 30 15

接続)

テーション接∫

8

売)
4

5

)実 字 プ リ ン タ 速 度

l100ハ50+PM(本

200LPM(ワーク

最 大 通 信 回 線 数 16 8 4 2

注:略語説明 LPM(L】ne Per M【11Ute)

PT-12M･16M形熱転写プリンタ

ワードプロセッサやパーソナルコン

ピュータのシステムコストダウン,伯二

王騒音化及び′ト形化に適した熱転写シリ

アル撰ノ‾〕;ニプリンタの新機種を開発した｡

′卜垣‖凋発Lたのは12in機"PT-12M■'

(図1)と16in機"PT-16M''の2機椎で,

税流10in機"PT-10M''に比べ機能･性

能の什上,低イ此桁化及びオプションの

允実を図ったものである｡

プ

図l 熱転写プリンタ"PT-12M''

1. 主な特長

(1)高速･高印字品質

現流10in機"PTlOM■'に比べ印字速

度を8〃ムアップした`二,また,縦線幅と

桝棟帖のアンバランスを改善する印ノテニ

タイ ミング;別御を追加し,きめ刹‖かな

熱管理によりi襲′テニ40CPSc乃熱転二与プ

リンタとしてはJ弦高の印二i二品田を実現

している｡

(2)使いやすい機能設占十

A4イ黄用紙が入る12in機,リボン女権

の脊妨な使い･捨てカセット リボンを

節約するスキ･ノブ機能,印字途中でリ

ボン終了となった場合の継続印了機

能,セミオートローーディング機了氾など

使いやすさを追求Lた機能設計となっ

ている｡

(3)用途を広げる豊富なオプション

ピントラクタフィーダ,ASF(オ【

トンートフィーダ),i史′j･二CG(JIS第1

表l 主な仕様

形式
項目

PT-12M PT-16M

速 度 )実字40字′ノ秒(l.080ドッ トノ秒)

印 字 方 向 片方向

印字ヘッド
24ドット×2列

(ワンタッチ交換式)

文字サイズ 約10.5ポイント

用 紙 幅
4--121rl 4､16汀1

(B5縦､A4横) (B5縦､B4横)

インクリボン

質量 吉

ワンクイムリボン,270m

(使い捨てカセット式)

50dB以下

寸 ン去
幅427く奥行298:( 幅528×奥行298ヾ

高さ99(mm) 高さ99(mm)

重 量 約7.5kg 約9.Okg

水準･第2水準)など各種のオプション

をサポートしておI),幅広い絹途に対

応できる設計になっている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす〔〕

(日_､ンニJ多望作†叶OA▲Jt紫郎)
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HITAC T-550/27 0CRシステム

T550/270CR(光学‾丈ノ†:読取り装荷)

システムは,コンビュ【タシステムグ)

分散化に対応し,オフィス環J菟でも利

H+できるコンパクトなデスクト ップタ

イプを′実現したOCRであり,最大B4

サイズまでの人形帳票を処玉里する汎梢

ページリ【ダ機能と,小形帳票を最高

約110校/分グ)速度で処理するドキュメ

ントリーダ機能:とを兼ね備えている｡

誓

jf●ア乙+

醐†C叫密
室

匡II H=‾AC T-550/270CRシステム

l.主な特長

(1)分散設置に適した卓上形である｡

(2)1子iで汎用ページリーダ機能とド

キュメントリーダ機能とを兼ね備え,

帖りエいアプリケーションに対応できる｡

(3)OCR帳票をOCR化前の原帳票と

ほぼ同一サイズ,同一フォーマットで

作成できる｡

(4)PPC祇,薄紙(45kg祇)

が他用でき,ランニングコ

ストの低減が一文Ⅰれる｡

(5)操作案内を分かりやす

しヽ るなど,オ

ベレーションが寄易である′二♪

(6)様々な処理形態での分

散入力システムが構築できる(〕

2.主な仕様

上な什様を表1にホす.｡

(【ト工告望作I叶 コンビュ一夕

ー弔一業部)

表】 主な仕様

項 目 仕 様

処
王里

速
度

最 高 約IIO枚/分

A5サイズ

100字
約20枚/分

手 書 き
数字,英字.

ロリし

取

り

文

記号,片イ反名

ン吉 事

OCR-B

字 ドット
寿重

407,MICR(E13B)

用

紙

サ イ ズ A8､B4

J享 さ 45～135kg紙

紙 質
OCR紙,上質紙,

PPC紙

ドロップアウトカラー 赤､青系

帳 票 設 計 表形式文字枠可(数字)

処 王里 形 態

オフライン,回線接続

+TC′/TCE接続,

チャネル接続

概 略 寸 )去
幅810×奥行660×

高さ400(rTlm)

消 費 電 力 100V煮勺0.8kVA

;主:略言吾言見明

OCR(光学文字読取り装置)

LTC(口【カルターミナル制御機構)

TCE(T-560′′20タイプ111

タ】ミナルコントローラ)
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